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性
鉄
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工
の
和

　

全
鉄
筋
に
「
女
性
活
躍
推
進
Ｗ
Ｇ
」
が
発
足
し
て

か
ら
約
5
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
3
年
前
に
発
生
し

た
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
活
動
が
出
来
ず
、
鉄
筋

工
の
人
手
不
足
解
消
の
観
点
か
ら
入
職
者
を
増
や
す

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
高
校
生
に
お
願
い
し
て
作
成

し
た
り
、
全
国
で
働
く
女
性
鉄
筋
工
の
Ｗ
ｅ
ｂ
懇
談

会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
去
る
2
月

17
日
に
関
西
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合
の
会
議
室
に
於

い
て
、「
つ
な
が
ろ
う
女
性
鉄
筋
工
の
和
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
全
国
で
働
く
女
性
の
鉄
筋
工
技
能
者
が

実
際
に
集
ま
り
顔
を
合
わ
せ
て
生
の
声
・
本
音
ト
ー

ク
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
全
国
6
団
体
所
属
の
女
性

鉄
筋
工
で
、
実
際
に
子
供
を
育
て
な
が
ら
現
場
で
働

く
難
し
さ
や
環
境
な
ど
、
彼
女
た
ち
の
置
か
れ
て
い

る
立
場
や
各
人
の
苦
労
話
や
要
望
を
も
と
に
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
現
場
環
境
と
し
て
前
回
Ｗ
ｅ
ｂ
懇
談
会
で
も

ト
イ
レ
問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
…

◦
用
を
足
す
だ
け
の
土
木
の
現
場
も
あ
れ
ば
、
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
建
設
現
場
で
は
ト
イ
レ
・
鏡
も
あ
り
、

ま
れ
に
特
別
な
更
衣
室
な
ど
も
あ
る
現
場
が
あ

る
。
そ
ん
な
に
特
別
で
な
く
て
良
い
、
む
し
ろ
男

子
に
も
顔
を
洗
わ
な
い
で
来
る
職
人
に
対
し
て
鏡

程
度
は
付
け
て
身
だ
し
な
み
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

り
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て
活
用
で
き
れ
ば
良
い
と

思
う
。

鉄
筋
屋
を
選
択
し
た
理
由
…

◦
事
務
作
業
よ
り
体
を
動
か
す
仕
事
が
好
き
。

◦
高
校
卒
業
で
事
務
職
と
し
て
入
職
し
た
が
、
こ
の

仕
事
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
現
場
で
や
っ
て
み
た
い

な
と
思
い
、
い
ざ
現
場
に
行
っ
て
仕
事
を
や
っ
て

み
た
ら
達
成
感
に
ど
ん
ど
ん
は
ま
っ
て
い
っ
た
。

現
場
で
の
女
性
に
対
し
て
偏
見
が
あ
る
か
…

◦
女
性
だ
か
ら
外
国
人
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
は
、
個

人
的
な
意
見
で
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
む
し
ろ
資

格
取
得
や
専
門
的
知
識
を
学
ん
だ
り
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
し
て
、
馬
鹿
に
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で

解
消
で
き
る
問
題
だ
と
思
う
。

◦
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
対
し
て
、
現
場
の
入
場
だ
け

で
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
の
は
不
公
平
だ
と
思
う
。

◦
鉄
筋
屋
に
係
る
す
べ
て
の
技
術
は
現
場
作
業
で
結

束
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

◦
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
構
造
図
、
配
筋
図
や
、
鉄
筋
納
ま
り
図

の
活
用
を
上
手
に
利
用
し
た
り
、
加
工
の
精
度
が

素
晴
ら
し
か
っ
た
り
す
る
と
現
場
が
捗
る
の
で
、
内

勤
者
に
も
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
が
活
用
が
さ
れ
た
方
が
良
い
。

◦
産
後
の
内
勤
で
の
仕
事
中
に
、
作
業
現
場
だ
け
の

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
カ
ウ
ン
ト
で
は
不
公
平
。

◦
仕
事
内
容
に
よ
っ
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
の
は
お
か
し
い
。
建
退
協
も
同
様

だ
と
思
う
。

目
標
…

◦
女
性
が
資
格
取
得
す
る
に
あ
た
り
、
い
ま
ま
で
男
の
仕
事
だ
と
思
わ
れ
て
い

た
仕
事
を
変
え
れ
た
ら
良
い
と
思
う
。
ま
た
外
国
人
の
技
能
者
や
特
定
技
能

者
が
こ
の
仕
事
を
楽
し
い
、
日
本
で
暮
ら
せ
る
と
い
う
環
境
が
整
え
ば
も
っ

と
鉄
筋
工
の
人
数
も
増
え
て
い
く
と
思
う

　

集
ま
っ
た
女
性
技
能
工
の
人
た
ち
は
本
当
に
鉄
筋
の
仕
事
が
大
好
き
な
ん
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
業
界
に
と
っ
て
誇
り
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
彼
女
た
ち
の
多
く
の
意
見
の
中
に
、
家
庭
と
仕
事
の
両
立
の
難
し

さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
仕
事
に
お
い
て
も
同
じ
だ
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
旦
那
さ
ん
や
家
族
の
協
力
で
解
消
さ
れ
た
り
、

周
り
の
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
中
に
は
現
場
に
保
育
所
が
あ
れ

ば
良
い
の
に
な
ぁ
な
ど
の
意
見
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
地
方
地
方
の
環
境
が
違
う
意
見
と
外
国
人
の
意
見
も
混
ざ
り
、
と
て

も
有
意
義
な
意
見
交
換
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

彼
女
た
ち
の
中
に
、
緊
急
事
態
時
に
現
場
に
子
供
を
連
れ
て
行
く
方
法
が
あ

れ
ば
良
い
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
キ
ッ
ズ
ラ
イ
ン
と
い
う
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
に
お
願
い
す
る
施
設
環
境
が
あ
れ
ば
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
や
シ
ン
グ
ル

フ
ァ
ザ
ー
な
ど
も
対
応
で
き
て
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
慈
善
事
業
を
利
用
し
な
が
ら
、
働
き
方
改
革
の
一
環
に
取
り
入
れ
て
い

け
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
は
少
子
化
少
子
化
と
騒
い
で
い
る
が
、
今
回
の
た
く
ま
し
い
こ
の
女
性
技

能
工
に
産
後
復
活
時
の
割
増
賃
金
で
も
払
っ
て
あ
げ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
、

女
子
の
技
能
工
に
よ
る
人
手
不
足
の
解
消
、
そ
れ
に
付
随
す
る
職
人
の
採
用
な

ど
、
様
々
な
環
境
が
少
し
ず
つ
解
消
さ
れ
る
気
が
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
こ
の
意
見
が
一
日
も
早
く
、
国
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
全
鉄

筋
を
通
じ
て
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

女
性
活
躍
推
進
Ｗ
Ｇ

第２回　全国女性技能者懇談会
令和５年２月17日（金）

於　関西鉄筋工業協同組合　会議室

１．会長挨拶　全鉄筋会長	 岩田　正吾
２．来賓挨拶　国土交通省　不動産・建設経済局
　　　　　　　建設市場整備課　課長補佐
　　　　　　　　　　	 堀越　崇志　様
３．来賓挨拶　一般財団法人建設業振興基金　理事
	 奥地　正敏　様
４．全国女性技能者懇談会
　　「つながろう女性鉄筋工の和」
　◦参加者の日常業務について（立場と仕事内容など）
　◦女性特有の苦労や問題点について
　◦問題点に対する解決策は
５．懇談会総評　女性活躍推進WG　GL
	 宮本　ゆり子
６．全国女性技能者懇親会
　　［夕食を楽しみながらの懇親会］

女性技能者

茨城県鉄筋業協同組合
湯澤　奈々実 様

東京都鉄筋業協同組合
齊藤　絵理 様

東京都鉄筋業協同組合
須永　亜希 様

協同組合東京都鉄筋工業組合
森　　美咲 様

長野県鉄筋業協会
橋本　美樹 様

関西鉄筋工業協同組合
小林　美穂 様

関西鉄筋工業協同組合
中西　　愛 様

関西鉄筋工業協同組合
中村　奈々 様

関西鉄筋工業協同組合
DOAN THI THUY HANG 様

山口県鉄筋工業協同組合
角屋　里美 様

特別参加

国土交通省
不動産・建設経済局
鈴木　千晶 様

芝浦工業大学　蟹澤ゼミ
小此鬼　彩夏 様
上村　　　遥 様
髙田　貴代香 様

日刊建設工業新聞　2023年2月21日

女性活躍推進WG
山口県鉄筋工業協同組合

宮本　ゆり子
グループリーダー

神奈川県鉄筋業協同組合
駒井　真里 様

会長・来賓

全鉄筋
岩田　正吾 会長

国土交通省
堀越　崇志 様

建設業振興基金理事
奥地　正敏 様

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。

Vol.
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介介

　
「
フ
グ
」
と
「
瓦
そ
ば
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

山
口
県
。

　

山
口
県
の
イ
メ
ー
ジ
と
言
え
ば「
下
関
の
フ
グ
」

と
。
あ
る
ド
ラ
マ
で
有
名
に
な
っ
た
「
瓦
そ
ば
」、

更
に
よ
く
ド
ラ
マ
や
車
の
Ｃ
Ｍ
で
も
起
用
さ
れ
る

事
の
多
い
「
角
島
大
橋
」
が
有
名
だ
と
思
い
ま
す
。

　

山
口
県
は
三
方
を
海
に
開
か
れ
、
お
よ
そ
１
、

５
０
０
㎞
に
及
ぶ
長
い
海
岸
線
（
海
岸
線
延
長
全

国
第
6
位
）
を
持
つ
海
は
、
穏
や
か
な
瀬
戸
内
海

と
、
荒
々
し
い
浸
食
海
岸
美
の
日
本
海
と
い
う
異

な
っ
た
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

日
本
テ
レ
ビ
で
、
昨
年
秋
に
連
続
ド
ラ
マ
に

な
っ
た
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ
ン
」
で
も
有
名
に

な
っ
た
萩
大
島
船
団
丸
は
実
話
を
元
に
し
た
ド
ラ

マ
で
、
日
本
海
に
面
し
た
萩
の
船
団
が
女
性
を
社

長
に
漁
業
の
6
次
産
業
化
を
目
指
し
企
業
化
し
、

今
で
は
他
の
漁
船
、
船
団
な
ど
が
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
は
農
業
ま
で
も
船
団
の

よ
う
に
6
次
産
業
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
の
は
山
口
県
立
岩
国
工
業
高
校
出
身
の
澄
川

喜
一
先
生
が
デ
ザ
イ
ン
監
修
を
手
が
け
ら
れ
ま
し

た
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
、
な
ん
と
、
錦
帯
橋
と
五

重
塔
を
参
考
に
地
震
に
強
く
、
眺
め
る
角
度
に

よ
っ
て
は
傾
い
て
見
え
る
不
思
議
…
な
ど
秘
密
が

沢
山
あ
る
そ
う
で
す
。
澄
川
喜
一
先
生
の
彫
刻
は

県
内
で
も
16
作
品
あ
り
、
他
県
に
も
沢
山
の
作
品

が
あ
る
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
皆
さ
ん
の
県
の
身

近
に
作
品
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

他
に
も
、
ア
ニ
メ
の
「
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
」

は
宇
部
市
出
身
の
庵
野
秀
明
さ
ん
で
す
。
今
、
宇

部
市
は
聖
地
巡
礼
の
方
々
で
し
ょ
う
か
、
カ
メ
ラ

を
片
手
に
駅
舎
や
線
路
な
ど
を
撮
影
さ
れ
る
方
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
山
口
県
で
す
が
、
現
在
職
人
不
足
は
他

県
と
変
わ
ら
ず
著
し
く
、
組
合
員
11
社
で
情
報
交

換
や
各
方
面
で
助
け
合
い
、
お
客
様
へ
の
「
組
合

員
で
あ
る
安
心
」
を
提
供
す
る
為
、
山
口
県
鉄
筋

工
業
協
同
組
合
の
会
員
様
と
切
磋
琢
磨
し
て
い
る

所
で
す
。
山
口
県
土
木
課
と
も
一
緒
に
な
り
建
設

業
の
担
い
手
不
足
を
食
い
止
め
る
べ
く
イ
ベ
ン
ト

や
出
前
授
業
、
ま
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
の
協
力

を
し
て
い
ま
す
。
１
９
９
７
年
に
協
同
組
合
に
な

り
、
２
０
２
２
年
で
25
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

も
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
組
合
の
結
束
が
よ
り

強
く
な
る
よ
う
組
合
員
一
同
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

宮
本　

ゆ
り
子

2023年度 登録鉄筋基幹技能者講習 開催地
■認定講習

開催地 開催日 定員 開催会場
136 東京 2023/５/26～2023/５/28 80 都立産業貿易センター浜松町
137 宮城 2023/６/16～2023/６/18 70 エスポールみやぎ
138 東京 2023/８/25～2023/８/27 90 台東区民会館
139 大阪 2023/11/３～2023/11/５ 100 エルおおさか　南ホール
140 静岡 2023/12/７～2023/12/10 100 富士教育訓練センター
141 北海道 2024/３/７～2024/３/９ 150 札幌市産業振興センター

http://www.zentekkin.or.jp/
又はQRコードでアクセス

■更新講習
開催地 開催日 定員 開催会場

143 広島 2023/４/９ 88 コジマ西区民文化センター
144 香川 2023/４/16 35 サンメッセ香川
145 東京 2023/４/23 86 都立産業貿易センター浜松町
146 愛知 2023/６/４ 42 東別院会館
147 神奈川 2023/６/11 60 神奈川県建設会館
148 石川 2023/６/18 72 地場産業振興センター本館
149 東京 2023/９/２ 90 台東区民会館
150 東京 2023/９/９ 90 台東区民会館
151 大阪 2023/９/10 160 OMMビル
152 東京 2023/９/16 90 台東区民会館
153 新潟 2023/10/15 50 新潟テルサ
154 茨城 2023/12/３ 50 茨城県開発公社
155 静岡 2024/２/11 100 富士教育訓練センター
156 北海道 2024/２/11 80 釧路商工会議所
157 宮城 2024/２/25 70 エスポールみやぎ
158 北海道 2024/３/10 150 札幌市産業振興センター

全鉄筋の主な年間行事
■令和５年度第１回理事会（前年度報告承認）

2023年５月17日（水）14:00～　エッサム神田2号館
■社員総会（前年度報告承認、次年度計画承認）

2023年６月９日（金）14:00～　ステーションコンファレンス東京
■令和５年度第２回理事会（役員幹部選出）

2023年６月９日（金）16:00～　ステーションコンファレンス東京
※役員改選期のため、理事会を社員総会と同日開催します。

■事務局会議（事業計画周知、事務局連携）
2023年７月７日（金）14:00～　会場未定

■青年部全国連絡会議
2023年10月27日（金）13:00～　ANAクラウンプラザホテル松山

■令和５年度第３回理事会（職務執行状況報告）
2023年11月17日（金）13:00～　城山ホテル鹿児島
※理事会を秋季定例会と同日開催します。

■秋季定例会（事業推進状況報告）
2023年11月17日（金）14:30～　城山ホテル鹿児島
■令和５年度第４回理事会（次年度計画承認、職務執行状況報告）
2024年３月19日（火）15:00～　リーガロイヤルホテル大阪

2023年度～2026年度

登録鉄筋基幹技能者講習 講師研修会を開催登録鉄筋基幹技能者講習 講師研修会を開催
開催日：令和５年２月20日（月）～21日（火）　開催場所：富士教育訓練センター

番号 地区 団　体 氏　名 所　属　会　社

1 北海道 北海道 國上　康弘 ㈱國上工務店

2 北海道 酢谷　　潤 ㈲ニシノ工業

3 北海道 名和　孝志 ㈲エヌエス工業

4 北海道 堀　　智之 ㈱石垣鉄筋工業

5 北海道 鐘ヶ江孝次 ㈱旭都鉄筋工業所

6 北海道 熊谷　達人 丸正誠伸興業㈱

7 東 北 岩 手 田村　一夫 ㈲田村鉄筋工業

8 宮 城 原　　敏紀 原鉄筋工業㈱

9 福 島 熊谷　行信 日信鉄筋工業㈲

10 関 東 茨 城 大平　智彦 ㈱大平組

11 埼 玉 田中　洋一 ㈲田中組

12 埼 玉 酒井　秀樹 ㈱酒井鉄筋興業

13 千 葉 君塚　　太 君塚鉄筋㈱

14 千 葉 池田　孝満 ㈱ダイニッセイ

15 東鉄協 矢島　孝夫 矢島鉄筋工業㈱

16 東鉄協 石澤　拓哉 石澤工業㈱

17 東鉄協 藤池　晴行 ㈱アイコー

18 東鉄協 藤本　真司 大東鉄筋㈱

19 東鉄協 杉村　修吾 早川鉄鋼販売㈱

20 鉄工協 藤田　清志 藤工業㈱

21 鉄工協 五味　成康 リケン㈱

22 鉄工協 遠藤　亮介 ㈲工藤工業

23 鉄工協 飛田　拓也 飛田鉄筋工業㈱

24 鉄工協 新城　博幸 ㈲GUSUKU

25 鉄工協 大原　　寿 平子鉄筋㈱

26 神奈川 弓場　　長 ㈱アイコー

27 神奈川 山口　健治 ㈱スチール・ワン

28 神奈川 海老原　淳 ㈲サンワ工業

29 長 野 竹花　道之 マルゼン鉄建㈱

30 北 陸 新 潟 渡辺　博一 ㈲SUN鋼業

31 新 潟 大石　継介 近鉄筋工業㈱

32 富 山 井本　秀治 旭鉄筋㈱

33 富 山 山口　将史 ㈱山口鉄筋工業

番号 地区 団　体 氏　名 所　属　会　社

34 石 川 新保　和俊 ㈱新保鉄筋工業

35 石 川 大畑　梯清 ㈱コデラ

36 中 部 岐 阜 岩田　　進 ㈱岩田鉄筋工業

37 岐 阜 森　　成広 森鉄筋㈱

38 静 岡 國井　　均 ㈱芳和建設工業

39 静 岡 久野　鉄也 ㈱久野鉄筋

40 静 岡 松本　　勝 ビップ㈱

41 愛 知 松本　　収 ㈱マツモトカンパニー

42 愛 知 佐藤　和人 愛北鋼業㈱

43 愛 知 池内　統大 ㈱イケウチ

44 愛 知 中尾　将典 双和鉄筋㈱

45 三 重 上滝　康広 上滝鉄筋㈱

46 近 畿 関 西 恵谷　　信 恵谷鉄筋

47 関 西 長木　鉄次 ㈱長木鉄筋

48 関 西 辻本　浩二 辻本鉄筋工業

49 関 西 田中　　毅 ㈱関西スチールフォーム

50 関 西 今村　俊郎 吉岡工業㈱

51 中四国 島 根 神谷　明博 ㈱神谷鉄筋

52 山 口 手島　健一 デグチ工業㈱

53 山 口 松原　豊一 宮本工業㈱

54 香 川 赤澤　栄徳 ㈲赤澤鋼業

55 香 川 天野　陽介 天野・日清㈱

56 愛 媛 楠岡　　誠 ㈲楠岡鉄筋工業所

57 愛 媛 江口　　繋 ㈲浜田鉄筋

58 九 州 福 岡 鶴崎　元貴 ㈱清進工業

59 福 岡 佐藤　智之 ㈲佐藤技建

60 佐 賀 塚本　喜紀 ㈱塚本鐵筋

61 長 崎 平本　大介 ㈱みつひら産業

62 全 国 東鉄協 塗木　伸二 永和産業㈱

63 東鉄協 安藤　理人 ㈱小黒組

64 鉄工協 高瀬　政博 ㈲リバーテクノ

65 関 西 森山　直樹 ㈱城東鉄筋

2023年度～2026年度　登録鉄筋基幹技能者講習　講師名簿
飯島教育訓練委員長講評 研修状況
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各地区広報活動報告
中部地区連合会

第６回専門工事業合同体験フェアー［中部地区］
　令和４年12月14日、15日、16日の３日間、建設産業専門団体中部地区連合会主催による
第６回専門工事業合同体験フェアーが、愛知県小牧市のポリテクセンター中部にて開催さ
れました。
　今回の参加は内装・タイル・左官・PC・鉄筋・型枠・塗装・とび土工・ダイヤモンドカッ
ター・圧接・クレーン・重機と12業種にも及びました。
　参加した学校は東海工業専門校　金山校、東海工業専門校　熱田校、名古屋市立工芸高
等学校、岐阜総合学園高等学校、浜松工業高等学校、名古屋工業高等学校、愛西工科高等
学校、岐南工業高等学校、名古屋高等技術専門校、東三河高等技術専門校、豊橋工科高等
学校で、生徒と教員総勢530名が体験実習しました。
　当日は國井理事長率いる静岡県鉄筋業協同組合のメンバーにお手伝いいただき、鉄筋
ブースはハッカーを使用した鉄筋結束実習とパソコンの映像を見ながら鉄筋工事の座学を
行いました。また、今回初めて電動結束機による結束実習も行いました。
　そして、昨年開催したTETSU-1 GRAND PRIXのビデオもブース内にて上映しました。
　フェアー全体で行った参加生徒アンケートでは、「建設業の仕事のうち、やってみたい
仕事はどれですか。」の質問で、鉄筋が12.7％と初めてトップになりました。�
　多くの若い担い手が鉄筋工事業に入職してくれるよう励んでいきたいと思います。

埼玉県鉄筋業協同組合
　埼玉県鉄筋業協同組合では毎年、ものつくり大学の構造基礎実習の事業に講師を派遣
し、学生に鉄筋の組立などを指導しています。昨年の９月には、建設学科の１年生54人
を８班に分け、技能検定３級「鉄筋施工（組み立て作業）」を指導しました。担当の大
塚先生は「１年生なので、鉄筋を触るのも、ハッカーを持つのも初めてのこと。まずは、
鉄筋の重みや結束の大切さを肌で感じてもらいたい」と語っていました。（今回は、生
徒たちだけでL型擁壁をつくるためのトレーニングの一環で行われた）
　また、８月には日本工業大学の夏期研究協議会において、型枠組合とコラボし、16の
工業高校・専門学校の先生20名に対し、技能検定３級の施工実習の指導を行いました。
初日には、図面の見方、結束練習、ベース、柱、梁の組立を行い、２日目には、型枠の
実習が行われました。
　これからも、幅広く鉄筋工事業を知ってもらい、ひとりでも多く業界に入ってもらい
たいと考えています。

昨年開催したTETSU-1 GRAND PRIXの
ビデオもブース内にて上映

パソコンの映像を見ながら鉄筋工事の座学

ハッカーを使用した鉄筋結束実習

第６回 合同体験フェア 先生アンケート結果
回答数　13

１．本日のイベント内での作業体験・説明等をご覧いただき、
参加する前と比べて、建設専門工事業への理解は深まり
ましたか。

２．参加する前と比べて、どのような点で理解が深まったか
をご記入ください。
・実際の建設工事を一つ一つ見ることで、座学で学ぶだけ
よりも工事の内容が理解しやすいという点で理解が深
まったと思う。
・職人の凄さが伝わった
・施工管理の上で現場の方がどのような観点から状況を判
断しているかなどお話を伺うことができた。
・業者と内容をより理解できた
・仕事内容がより深く理解することができました
・仕事を知った。仕事に触れた。働く職人の気質を感じれ
た。
・実際に、生徒が体験し、機会に触れることで施工現場へ
の面白さや関心がとても深まったと思います。
・生徒は専門工事業にどのような仕事があるかのかがわ
かったと思います。
・実際の機器に触れる機会は大変ありがたかった
・実演を見られたこと。
・初めて塗装を見させてもらいましたが、木目の付け方な
ど驚く事が多かった。
・体験が多く具体的に知ることができた
・訓練生の就職先の体験ができた。

３．本日のイベントが来年も開催されるとしたら、また参加
したいですか。

３の回答をした理由
・建設業の仕事に対する理解度が深まるため
・学生たちが活き活きと活動しており、実際の施工技術な
どを体験を通して学ぶことができたから
・生徒の職業選択の幅が広がるから。
・生徒にとって貴重な体験ができるから
・若者が建設の生の仕事を見る機会は、全くないので大変
良い機会である。！ので
・私自身も現場経験があるため、施工現場の面白さを生徒
達に伝えたいからです。
・生徒に体験させたいから
・様々な体験を生徒にやらせてあげたい
・とても有意義であったから。
・生徒も興味深く見ていたし、自分にもとても勉強になり
ます。
・訓練生の役に立つから。

４．本日のイベントが来年も開催されるとしたら、開催が適
当だと思われる時期はいつですか。

第６回 合同体験フェア 学生アンケート結果【抜粋】
回答数　330（うち男性267、女性63）
≪質問1.2.省略＞

３．建設業のしごとのうち、やってみたい仕事はどれですか。

４．本日のイベントにはどれくらい満足しましたか。

４の回答理由
＜満足した・どちらかというと満足した＞
・様々な体験ができて楽しかった
・将来について考える楽しさを教えてくれた
・それぞれの職種について詳しく知ることができた
・説明がわかりやすく良かった
・普段できない体験ができ、知ることのできないことが知れた
・就職の選択肢の参考になった

＜満足できなかった・どちらかというと満足できなかった＞
・寒かった
・1ブースの時間が短い

5．意見・要望
・丁寧に親切に教えてもらって、楽しく体験できた
・また参加したい
・もっといろいろ体験したい、全部のブースを回りたい
・控室が狭かった

令和4年度 安全優良職長顕彰

福岡県鉄筋事業協同組合
株式会社マルショー鉄筋工業

和田孝雄　様

　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会（3） 2023年（令和５）３月20日
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トピックス

鉄筋工事の効率化
に関する企業のアイデア募集について

応募締切：令和5年5月31日（水）
応募方法：全鉄筋発信文書　参照（所属団体へ確認）
提出資料：アイデアの説明資料（任意書式）

（鉄筋工事の加工、組立、運搬、情報共有
etc.の効率化アイデア）

広報委員長

過去に出題された問題の正解と、
その解説集です。
B５版上製本　393頁
技能検定　基礎級（71-１・２・３）
技能検定　随時３級・２級
技能検定　３級・２級・１級
（平成30年度・令和元 年度・令和２年度）

定価　4,620円
（会員価格4,070円）

「季刊誌POWERに関する
アンケート」にご協力のお願い

所要時間１分
ご自身のスマホからＱＲコード
を読み込んでご回答ください

広報委員会読者の皆さんへ読者の皆さんへ

「はい、読 んでます」
にチェックを入れると
アンケートに進みます。

鉄筋工事の効率化に関する企業のアイデア募集 第1弾

技
能
検
定
に

  

挑
戦
す
る
な
ら
こ
の
一
冊

鉄筋施工学科試験
問題解説集

（2022年度版）
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